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【緒言】抗原提示細胞と T 細胞に発現される免疫補助刺激経路である programmed cell death-1(PD-1)と

PD-ligand 1(PD-L1)について，非小細胞肺癌，腎細胞癌，悪性黒色腫等との関係性が明らかになり，抗 PD-L1

抗体および抗 PD-1 抗体は臨床試験にて有効性が示され大きな注目を集めている．今回，われわれは口腔扁平

上皮癌(OSCC)および前癌病変(OEPL)におけるPD-L1およびPD-1発現について検討をした． 

【対象・方法】病理診断および外科的治療を目的に切除されたOSCC 106例およびOEPL 79例として白板症(LP) 

24例，低悪性度異形成症(LD) 31例，高度異形成症(HD) 24例のパラフィン包埋標本について，PD-L1および

PD-1の免疫組織学的検討を行った．また OSCC症例の免疫組織学的結果について臨床的特徴および病理組織学

的特徴との関連を評価した． 

【結果】PD-L1は主として上皮性細胞の細胞膜に発現しOSCC は72例(67.9%)，OEPLは 21例(26.6%)，そのう

ちLP 5例(20.8%)，LD 10例(32.3%)，HD 6例(25.0%)が陽性であった．PD-1は上皮性細胞に隣接および浸潤し

たリンパ球に発現し，OSCCは 73例(68.9%)，OEPLは 23例(29.2%)，そのうちLP 6例(25.0%)，LD 11例(35.5%)，

HD 6例(25.0%)，が陽性であり，OSCCではPD-L1およびPD-1発現がOEPLと比較し有意に多い結果となった(P 

<0.001)．またOSCCおよびOEPLにおいてPD-L1とPD-1の発現は有意な正の相関を示し(P <0.001)，OSCCにお

ける PD-L1，PD-1の発現は TNM分類(P <0.01)や間質反応(P <0.05)，深達度(P <0.01)により有意差が認めら

れた． 

【結語】免疫組織学的結果から，OSCCの発症・進展に PD-1/PD-L1経路が関与している可能性が示唆され，こ

れらの分子を標的とする治療への応用の可能性が考えられた． 

 


